
■お問い合わせ

株式会社プリズム 〒446-0073 愛知県安城市篠目町1-11-15

担当：杉浦 久美子 sugiura@prism-arts.co.jp TEL：0566-74-4441 Ver.3.1.0

MPSは最新版をお使いいただくことを推奨しております。
Ver2.1.1以降はMLT Advanceのみ保証対象となり、MLT PX-10は保証対象外となっておりますのでご注意ください。
※ MLT PX-10をお使いのお客様で対応バージョン（Ver2.0.0）のインストールデータが必要な場合はお問い合わせください。

Multi Protocol Simulator Ver3.1.0 機能強化項目一覧

Navigator ロギング連動モードを設定
ロギング開始をするとNavigator起動
ロギング停止をするとNavigator終了
Navigatorログは自動保存

MPSシミュレーション開始時にNavigatorが
起動していないことが条件となります。
詳しくはMPSマニュアルをご確認ください。

■ Windows11に対応

MPS Ver3.1.0 はWindows11 に対応した64bitアプリケーションとなります。
64bit版Windows10での動作実績はありますが保証は致しかねます。32bit版Windows10では動作しません。

また、MLT Advan Navigatorをご使用になる場合はWindows11に対応した64bitアプリケーションとなるVer1.60を
ご使用ください。アプリバージョンが異なりますと正常に動作しません。

MPS、 MLT Advan Navigatorともに32bitアプリケーションと64bitアプリケーションがございます。
下記の組み合わせ以外では動作しませんのでご了承ください。

MPS Ver3.1.0：MLT Advan Navigator Ver1.60（64bitアプリケーション）
MPS Ver2.1.2：MLT Advan Navigator Ver1.55（32bitアプリケーション）

■ ユーザモジュール接続機能に「Navigator ロギング連動モード」を追加 

「Navigator ロギング連動モード」にチェックを入れた場合は、MPS が MLT Advan Navigator のロギング操作を制御
することが可能となりました。

■ BitAssign データの作成の機能改善

【LIN・CXPI】 Msg.Label がユニークな名称であれば、同一 ID の複数登録が可能となりました。

■ CAN リモートフレームに対応

BitAssign入力、通信ログ画面、CAN特殊機能 それぞれリモートフレームに対応しました。

■ 整合性チェック強化

自動変更と応答送信に条件追加しました。
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